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国内App Store でパブリッシャー数の教育の
多さは２位である [1]

国内google playでパブリッシャー数の教育
の多さは３位である [1]

 [1]スマホ白書2016 新たなプラットフォームの台頭でコンテンツ戦略が変わる！
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学習支援アプリが数多く配信されている。

学習支援アプリをおすすめするサイトも多く

存在する。

3



4

キーワード検索前画面 キーワード検索後画面

[2] https://app-liv.jp/

https://app-liv.jp/
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キーワード検索前画面 キーワード検索後画面

[3] https://andronavi.com/app-search

https://andronavi.com/app-search
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検索前画面 検索後画面

[4] https://www.microsoft.com/jajp/education/storeapps.aspx

https://www.microsoft.com/ja-jp/education/storeapps.aspx
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• 各サイトのキーワード検索 にて、
カテゴリー名（国語，算数 等）で検索をした際の検索ヒット数



1. 学習アプリは多数あるが求めているア

プリを探すのは難しい

2. 紹介サイトを使用しても漠然とした検

索では求めているアプリが出にくい
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▪目的

利用者の主に学習したい内容が
入っている学習アプリの提案

▪ターゲット

学習アプリを利用する生徒
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▪単語を入力しWord2Vecを用いて提案する
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テキスト処理を行い、2層からなるニューラル
ネットワーク

単語を入力し、ベクトル化する。

単語同士の意味を加算・除算できる。

数値に基づいて類似した単語を出力することが
できる。
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入力層

隠れ層

出力層

重み:W 重み:W1

ある単語を入力データに、その周辺後を教師データにし、
重みを学習する

[5]word2vec（Skip-Gram Model）の仕組みを恐らく日本一簡潔にまとめてみたつもり
http://www.randpy.tokyo/entry/word2vec_skip_gram_model



検索のイメージ

引き算がよりよく学べる別の数学アプリを提示
• 「算数アプリ１」＋「引き算」 ＝「算数アプリ2」

国語アプリ１に似た 英語アプリを提示
• 「国語アプリ1」＋「英単語」ー「漢字」＝「英語アプリ2」
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学べるアプリ・コンシェルジュ
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キーワード
（単語，アプリ名）

入力画面

アプリ情報の
表示画面 アプリ情報を取得

アプリ提供サイト
Google play,

iTunes API等

ベクトル値の近い
キーワード

気に入ったアプリが
表示されなかった場合，
別なキーワードを再入力

キーワード

Word2Vec

Word2Vecを介した

キーワードで検索された
アプリ情報を，

コンシェルジュのお勧め
として提示

キーワード

キーワード＝ 単語，アプリ名
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違う点

•直接的なキーワードで検索をするのではなく、
• Word2Vecによる加算・除算による単語抽出に

• よる検索

共通点

•最終的な検索はキーワード検索で行う
• iTunes search APIを利用し検索を行う



開発言語

HTML,CSS3,PHP

使用技術

Word2Vec WebAPI

使用ソフト

Atom
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20代の男女5人名にヒアリン（2018/01/15）

良い点
Word2Vecによる検索は普段の検索とは違い
どのような単語が出るのかわくわくする

改善点
自分のやりたいことを検索しにくい
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まとめ

Word2vecにより単語の加算除算によるキーワー
ド検索はできる。

問題点

現状APIによる対応のため個人の学習データを学
習させることが不可能

今後の課題

ローカル環境でのWord2Vecの対応
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 スマホ白書2016 新たなプラットフォームの台頭でコンテンツ戦略が

変わる！

 https://android.app-liv.jp/ （Appliv）

 https://andronavi.com/ (Andronavi)

 https://www.microsoft.com/ja-jp/education/storeapps.aspx

(Windows タブレット 教育アプリ検索)

 http://www.randpy.tokyo/entry/word2vec_skip_gram_model

(word2vec（Skip-Gram Model）の仕組みを恐らく日本一簡潔にまとめてみ)

つもり)
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https://android.app-liv.jp/
https://andronavi.com/
https://www.microsoft.com/ja-jp/education/storeapps.aspx
http://www.randpy.tokyo/entry/word2vec_skip_gram_model

